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　酒田商業高校跡地に整備が進んでいる
「いろは蔵パーク」を総務常任委員会、建設経
済常任委員会が現場視察を実施し、事業担当
者より工事の進捗状況などについて説明いた
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酒田の新たな賑わい創出の目玉になることを
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　場所は亀ケ崎です。１月に鳥海山の山頂まで姿を
現してくれるのは、ほんの数日です。この日は久しぶり
にすっきりと晴れて、鳥海山が全身を見せてくれまし
た。雪が青空をバックにして眩しかったです。そこへ
ちょうど最上川から飛び立った白鳥たちが、鳥海山の
方へ飛んでいきました。いつもなら午前９時には最上
川の白鳥たちはみんな飛び去ってしまうのに、この日
の朝が寒かったからでしょうか、いつもより遅れて飛
び立つ群れがありました。 高谷 勝巳氏 撮影
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スポットでは、
酒田市議会からのお知らせを
掲載しています。

皆さんの傍聴をお待ちしています。

編集後記

３月定例議会のお知らせ（予定）

「鳥海山に向かって飛ぶ」

※市議会だよりに対するご意見・ご質問などがありましたら、お気軽にお寄せください。

委員長　　大壁　洋平　　　委員　遠田　敏子　　齋藤　美昭　　富樫　幸宏
副委員長　伊藤　欣哉　　　　　　武田　恵子　　後藤　　啓　　斎藤　　周

表紙写真説明

　編集後記まで議会だよりをお読みいただ
きましてありがとうございます。昨年を振り
返りますと、元日に能登半島地震が発生
し、７月には本市でも大雨災害が発生する
など大きな災害がありました。
　能登半島地震直後の３月定例会では、５人
が一般質問で災害に関することを取り上げ
ました。また、本市で大雨災害が発生した
直後の９月定例議会では12人、12月定例
議会でも５人が取り上げました。
　この議会だよりが皆さま方のお手元に
届くのは２月頃かと思います。それまでは
災害がなく穏やかな日々でありますよう編
集委員一同祈念するものです。（斎藤周）

まもなくオープン！
いろは蔵パーク

３月定例議会  請願締切 ２月14日（予定）

議会報編集委員会

●議会期間 ············２月21日～３月19日
●代表質疑 ··············２月21日、３月  ３日
●常任委員会···········２月25日、３月  ４日
●予算特別委員会
···················２月25日、３月５日～10日

●一般質問 ·········３月13日、17日、19日
※詳しい日程は２月17日に開催予定の議会運営委員会で決まります。

12月定例議会の傍聴者数
個人14名、団体５名　計19名
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令
和
６
年
11
月
７
日
、「
フ
ラ
ン
ス
風
郷
土
料
理  

ル
・
ポ
ッ
ト
フ
ー
」
を
会
場
に
、
株
式
会
社
会
議
録

セ
ン
タ
ー
の
矢
嶋
洋
美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
議
会
報

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
100
名
を
超
え

る
参
加
者
が
集
ま
り
、
皆
さ
ん
講
師
の
お
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
動
き

を
幅
広
く
お
伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、よ
り
多
く
の
方
か
ら
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

改
善
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
会
は
、「
議
会
だ
よ
り
を
『
よ
り

強
力
な
広
報
ツ
ー
ル
に
！
次
号
か
ら
す
ぐ
に
生
か
せ

る
議
会
報
編
集
の
コ
ツ
」
と
題
し
、
時
代
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
の
変
化
・
進
化
や
議
会
だ
よ
り
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
講
師
の
実
体
験
を
交
え
な
が
ら
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
県
内
各
市
の
議
会
だ
よ
り
す
べ
て
を

添
削
し
て
い
た
だ
き
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
具
体
的
に
改
善
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
、「
写
真
」
と
「
見
出
し
」
の
上
手
な
活

用
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
写
真
」

と
「
見
出
し
」
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
で
、
読
者
を

記
事
に
引
き
込
む
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

簡
単
な
よ
う
で
な
か
な
か
実
践
で
き
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
「
見
出
し
」
を
付
け
る
こ
と
も
非
常
に
効
果
的
で
、

本
文
の
ガ
イ
ド
役
と
な
り
、
本
文
を
読
む
か
読
ま
な

い
か
の
判
断
材
料
に
も
な
る
た
め
、
い
か
に
記
事
に

引
き
込
め
る
見
出
し
と
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
市
民
と
議
会
の

重
要
な
架
け
橋

「
写
真
」と「
見
出
し
」を
効
果
的
に

特集
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手に取るたびに
　新しい 発見がある
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100名を超える参加者が講師のお話に引き込まれる

参加者の声
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12
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議
会

委
員
会
報
告

議
決
結
果
一
覧

一
般
質
問

R6
議
会
活
動
状
況

行
政
視
察
ま
と
め

議
会
活
動
日
誌

徹底して読者目線に重点を
置いた研修会でした！

自分の市の改善点や他市
の見習うべき点を可視化い
ただきわかりやすかった

「伸びしろ大」と指摘いただ
いたところを次号からしっか
り改善していきたい！

　今回、議会報編集の研修を受
け、市民の皆さまに「こんなこと
を議会で話し合っているんだ！」
と驚きや発見を感じていただける
議会だよりをお届けしたいと強く
思いました。
　議会だよりは、議会活動を分か
りやすく伝え、市民の声を議会に
届ける重要な役割を担うものです。
写真や見出し、デザインに一工夫
を加え、手に取るたびに新しい発
見がある紙面づくりを目指します。
　また、広報・広聴機能を充実
させることで、議会活動をさらに
活性化し、市民生活の豊かさに
つながるよう全力で取り組みます。
　これからも、議会だよりを通じ
て市民の皆さまと議会を近づける
ために努力してまいります。

〈 主 な 実 績 〉
26年の議会だより編集の経験を生かし、町村
議会広報コンクール入賞・受賞自治体を含め
た編集サポート、アドバイス実績多数。
全国の市町村議会議員向けの議会広報研修の
受講者実績は800名超。

講 師 紹 介

議会報編集委員会 委員長
大壁　洋平

株式会社 会議録センター
編集部 部長
議会広報アドバイザー

矢
や

 嶋
じ ま

 洋
ひ ろ

 美
み

 氏

  議会の今を、
もっとあなたに

伝えたい

手に取る たびに
　新しい 発見がある
　　紙面 づくりを目指して

特
　
　集
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12
月
定
例
議
会

令
和
６
年
12
月
２
日
～
12
月
13
日
（
議
会
期
間
12
日
間
）

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
を
10
億
９
千
700
万
円
増
額

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
　
を
２
億
６
千
700
万
円
増
額

12 月
補 正

審
議
さ
れ
た
議
案
等

　
●
市
長
提
出
案
件 

…
…
…
23
件

　
●
議
員
提
出
議
案 

…
…
…
１
件

　
令
和
６
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）
を
は
じ
め
、
右
記
議
案
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
の

審
査
を
経
て
本
会
議
で
採
決
が
行
わ
れ
た
結
果
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　
12
月
５
日
に
各
常
任
委
員
会
、
12
月
13
日
に
総
務

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、議
案
14
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

【
総
務
】

　
議
第
127
号
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

　
12
月
６
日
に
議
第
122
号
令
和
６
年
度
酒
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
ほ
か
、
議
第
123
号
か

ら
議
第
126
号
の
議
案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
農
業
用
施
設
お
よ
び
公
共
土
木
施

設
の
災
害
復
旧
に
係
る
経
費
の
増
額
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
に
係
る
経
費
の
計
上
、
被
災
し
た
農
機
具
の
再
取

得
等
に
係
る
補
助
金
の
計
上
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
議
第
140
号

令
和
６
年
度
酒
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

の
ほ
か
議
第
141
号
か
ら
議
第
143
号
の
議
案
４
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
山
形
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
128
号
か
ら
議
第
132
号
の

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
議
第
144
号

酒
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
原
案
を
妥
当
と
認
め
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
民
生
】

　
議
第
133
号
酒
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
134
号
、
議
第
135
号
の
議
案
３

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
建
設
経
済
】

　
議
第
136
号
酒
田
市
観
光
物
産
施
設
設
置
管
理
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
137
号
か
ら
議
第
139

号
の
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
審
査

各
種
災
害
関
連
補
正
予
算
な
ど
を
審
査
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議
員
の
辞
職

被
災
し
た
自
治
会
館
修
繕
の
補
助
率
は

じ
た
給
与
等
の
増
額
お
よ
び
人
事
異
動
等
に
よ
る
給

与
等
の
調
整
、
山
居
倉
庫
の
仮
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の

整
備
に
係
る
経
費
の
計
上
、
こ
れ
ま
で
充
用
し
た
予

備
費
の
復
元
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

令和６年定例会　第７回12月定例議会　議決結果

議案番号 件　　　名 議決結果

議第122号 令和6年度酒田市一般会計補正予算（第9号） 可　　決

議第123号 令和6年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第2号） 可　　決

議第124号 令和6年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可　　決

議第125号 令和6年度酒田市水道事業会計補正予算（第2号） 可　　決

議第126号 令和6年度酒田市下水道事業会計補正予算（第2号） 可　　決

議第127号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可　　決

議第128号 酒田市議会の議決に付すべき重要な公の施設に関する条例の廃止について 可　　決

議第129号 酒田市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 可　　決

議第130号 酒田市税条例の一部改正について 可　　決

議第131号 酒田市都市計画税条例の一部改正について 可　　決

議第132号 酒田市開発許可等の基準に関する条例の一部改正について 可　　決

議第133号 酒田市介護保険条例の一部改正について 可　　決

議第134号 酒田市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部
改正について 可　　決

議第135号 酒田市国民健康保険税条例の一部改正について 可　　決

議第136号 酒田市観光物産施設設置管理条例の廃止について 可　　決

議第137号 酒田市民農園設置管理条例の廃止について 可　　決

議第138号 酒田市下水道条例の一部改正について 可　　決

議第139号 スマート農業研修センターの指定管理者の指定について 可　　決

議第140号 令和6年度酒田市一般会計補正予算（第10号） 可　　決

議第141号 令和6年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第3号） 可　　決

議第142号 令和6年度酒田市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可　　決

議第143号 令和6年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第4号） 可　　決

議第144号 酒田市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可　　決

議会第４号 専決処分事項の指定についての一部を改正する議会議決について 可　　決

　
令
和
６
年
12
月
31
日
に
佐
藤
喜
紀
議
員
か
ら
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
議
長
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
辞
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
欠
員
の
数
が
定
数

の
６
分
の
１
を
超
え
た
場
合
や
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る

場
合
に
補
欠
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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特
　
　集

12
月
定
例
議
会

委
員
会
報
告

議
決
結
果
一
覧

一
般
質
問

R6
議
会
活
動
状
況

行
政
視
察
ま
と
め

議
会
活
動
日
誌

■問
　自
治
会
集
会
施
設
復
旧
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
率
が
５
分
の
４
、
上
限
が
500
万
円
と
の
こ
と
だ

が
、
過
去
に
被
災
し
た
他
地
域
の
補
助
率
、
上
限
と

比
較
し
た
充
実
度
合
い
を
伺
う
。

●答
　本
市
の
通
常
の
自
治
会
館
修
繕
の
補
助
率
は
２

分
の
１
で
あ
る
。
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
後
、
他
地

域
で
は
補
助
率
４
分
の
３
と
い
う
事
例
も
認
識
し
て

い
る
が
、
県
の
住
宅
応
急
改
修
に
係
る
減
災
対
策
の

補
助
率
を
参
考
に
し
、
5
分
の
4
と
決
め
た
。

12
月
定
例
議
会

委
員
会
報
告

議
決
結
果
一
覧



12
月
定
例
議
会

令
和
６
年
12
月
２
日
～
12
月
13
日
（
議
会
期
間
12
日
間
）

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
を
10
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９
千
700
万
円
増
額

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
　
を
２
億
６
千
700
万
円
増
額
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議
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案
等

　
●
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長
提
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案
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…
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…
１
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（
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、
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記
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案
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を
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ま
し
た
。
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案
は
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各
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、
予
算
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委
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の
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を
経
て
本
会
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で
採
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が
行
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れ
た
結
果
、
可

決
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れ
ま
し
た
。
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会
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会
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日
に
各
常
任
委
員
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、
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13
日
に
総
務

常
任
委
員
会
を
開
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し
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案
14
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
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総
務
】

　
議
第
127
号
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

　
12
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日
に
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第
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酒
田
市
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計
補
正
予
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（
第
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の
ほ
か
、
議
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か

ら
議
第
126
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の
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案
５
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を
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し
ま
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た
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今
回
の
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、
農
業
用
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設
お
よ
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施

設
の
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害
復
旧
に
係
る
経
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の
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災
害
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棄
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の
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理
に
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る
経
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の
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上
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被
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し
た
農
機
具
の
再
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等
に
係
る
補
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金
の
計
上
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
議
第
140
号

令
和
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度
酒
田
市
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計
補
正
予
算（
第
10
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）

の
ほ
か
議
第
141
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か
ら
議
第
143
号
の
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案
４
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
山
形
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
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行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
128
号
か
ら
議
第
132
号
の

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
追
加
提
案
さ
れ
た
議
第
144
号

酒
田
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
原
案
を
妥
当
と
認
め
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
民
生
】

　
議
第
133
号
酒
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
134
号
、
議
第
135
号
の
議
案
３

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
建
設
経
済
】

　
議
第
136
号
酒
田
市
観
光
物
産
施
設
設
置
管
理
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
議
第
137
号
か
ら
議
第
139

号
の
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
審
査

各
種
災
害
関
連
補
正
予
算
な
ど
を
審
査
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議
員
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辞
職

被
災
し
た
自
治
会
館
修
繕
の
補
助
率
は

じ
た
給
与
等
の
増
額
お
よ
び
人
事
異
動
等
に
よ
る
給

与
等
の
調
整
、
山
居
倉
庫
の
仮
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の

整
備
に
係
る
経
費
の
計
上
、
こ
れ
ま
で
充
用
し
た
予

備
費
の
復
元
が
主
な
も
の
で
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
を
妥
当
と
認
め
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

令和６年定例会　第７回12月定例議会　議決結果

議案番号 件　　　名 議決結果

議第122号 令和6年度酒田市一般会計補正予算（第9号） 可　　決

議第123号 令和6年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第2号） 可　　決

議第124号 令和6年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可　　決

議第125号 令和6年度酒田市水道事業会計補正予算（第2号） 可　　決

議第126号 令和6年度酒田市下水道事業会計補正予算（第2号） 可　　決

議第127号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可　　決

議第128号 酒田市議会の議決に付すべき重要な公の施設に関する条例の廃止について 可　　決

議第129号 酒田市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 可　　決

議第130号 酒田市税条例の一部改正について 可　　決

議第131号 酒田市都市計画税条例の一部改正について 可　　決

議第132号 酒田市開発許可等の基準に関する条例の一部改正について 可　　決

議第133号 酒田市介護保険条例の一部改正について 可　　決

議第134号 酒田市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部
改正について 可　　決

議第135号 酒田市国民健康保険税条例の一部改正について 可　　決

議第136号 酒田市観光物産施設設置管理条例の廃止について 可　　決

議第137号 酒田市民農園設置管理条例の廃止について 可　　決

議第138号 酒田市下水道条例の一部改正について 可　　決

議第139号 スマート農業研修センターの指定管理者の指定について 可　　決

議第140号 令和6年度酒田市一般会計補正予算（第10号） 可　　決

議第141号 令和6年度酒田市定期航路事業特別会計補正予算（第3号） 可　　決

議第142号 令和6年度酒田市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可　　決

議第143号 令和6年度酒田市介護保険特別会計補正予算（第4号） 可　　決

議第144号 酒田市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可　　決

議会第４号 専決処分事項の指定についての一部を改正する議会議決について 可　　決

　
令
和
６
年
12
月
31
日
に
佐
藤
喜
紀
議
員
か
ら
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
議
員
を
辞
職
し
た
い
旨
の
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
議
長
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
辞
職
に
伴
う
補
欠
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
欠
員
の
数
が
定
数

の
６
分
の
１
を
超
え
た
場
合
や
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る

場
合
に
補
欠
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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会
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■問
　自
治
会
集
会
施
設
復
旧
等
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

補
助
率
が
５
分
の
４
、
上
限
が
500
万
円
と
の
こ
と
だ

が
、
過
去
に
被
災
し
た
他
地
域
の
補
助
率
、
上
限
と

比
較
し
た
充
実
度
合
い
を
伺
う
。

●答
　本
市
の
通
常
の
自
治
会
館
修
繕
の
補
助
率
は
２

分
の
１
で
あ
る
。
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
後
、
他
地

域
で
は
補
助
率
４
分
の
３
と
い
う
事
例
も
認
識
し
て

い
る
が
、
県
の
住
宅
応
急
改
修
に
係
る
減
災
対
策
の

補
助
率
を
参
考
に
し
、
5
分
の
4
と
決
め
た
。

12
月
定
例
議
会

委
員
会
報
告

議
決
結
果
一
覧



12
月
11
日
か
ら
13
日
に

計
14
人
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般
質問

一般質問とは…
市政全般に関する状況や
方針を質問し、報告や
説明を求めたり、疑問を
明らかにするもの。

■問
　本
市
に
も
今
ま
で
多
く
の
方
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
着
任
さ
れ
、
そ
の
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
刺
激
や
影
響
を
与
え
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
活
動
の
状
況
や
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る
他
市

出
身
者
の
任
期
終
了
後
の
本
市
定
着
の
状
況
を
伺
う
。

■問
　今
後
の
隊
員
募
集
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
飛
島
、
旧
3
町
地
域
に
限
ら
ず
、
産
業
や

経
済
、
歴
史
文
化
で
の
地
域
お
こ
し
な
ど
、
受
け
入

れ
内
容
の
拡
大
も
視
野
に
募
集
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　市
長
　
今
年
度
、
本
市
で
活
動
し
て
い
た
八
幡
、

飛
島
地
域
の
隊
員
は
、
い
ず
れ
も
配
置
さ
れ
た
地
域

に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
地
域
課
題
に
応
じ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
市
外
出
身
隊

員
の
本
市
定
着
率
は
53
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

●答
　市
長
　
令
和
7
年
度
か
ら
は
市
内
全
域
に
拡
大

し
て
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●答
　総
務
部
長
　
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
な
が

ら
、
応
募
さ
れ
た
方
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き

る
よ
う
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
で
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

安あ
ん

藤ど
う 

浩ひ
ろ

夫お 

議
員

令
和
７
年
県
産
米
の
「
生
産
の

目
安
」
へ
の
本
市
の
対
応
は

一般
質問

７
月
の
大
雨
災
害
で
被
災
し
た

林
道
、林
地
の
復
旧
は

■問
　令
和
７
年
県
産
米
の
目
安
が
決
定
し
、
そ
れ
を

受
け
て
本
市
の
農
業
再
生
協
議
会
が
、
令
和
７
年
１

月
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
被
災
水
稲
農
地
を

転
作
田
と
認
め
、
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
管
内
で
の
互
助

制
度
を
利
用
し
、
主
食
用
米
作
付
け
を
行
い
、
被
災

農
家
へ
の
収
入
補
填
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
考
え
を
伺
う
。

■問
　※

１
公
共
災
利
用
農
地
は
、
原
形
復
旧
が
基
本

で
あ
る
が
、
中
山
間
地
で
は
水
田
が
小
さ
く
作
業
効

率
が
悪
い
。
今
後
、
担
い
手
、
受
け
手
が
減
少
す
る

中
で
の
営
農
継
続
に
は
、
水
田
の
集
約
、
区
画
整
備

の
大
型
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

●答
　農
林
水
産
部
長
　
被
災
水
稲
農
地
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
農
業
再
生
協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。
互
助
制
度
を
利
用
し
た
収
入
補
填
の
体
制
づ
く

り
は
、
現
在
、
J
A
庄
内
み
ど
り
で
検
討
し
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
、
検
討
の
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
。

●答
　農
林
水
産
部
長
　
災
害
復
旧
事
業
に
既
存
の
土

地
改
良
事
業
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
生
産

性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
も
可
能
で
あ
る
。
ど
の
制

度
を
活
用
す
る
の
が
適
当
か
、
今
後
、
生
産
組
織
と
打

合
せ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

一般
質問

酒
田
港
の
貨
物
量
拡
大
に
向
け
た

県
産
木
材
の
輸
出
へ
の
取
り
組
み

後ご

藤と
う 

泉い
ず
み 

議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
的
な
活
用
を
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会
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一
般
質
問

遠え
ん

田た 

敏と
し

子こ 

議
員

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に

公
費
助
成
を

■問
　国
は
、
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を
定
期
接
種
に
含

め
る
方
針
で
審
議
を
進
め
て
い
る
。
現
在
1
千
718
自

治
体
中
、
731
自
治
体
に
お
い
て
は
す
で
に
公
費
助
成

が
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

も
予
防
接
種
に
公
費
助
成
す
る
こ
と
で
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
市
独
自
で
50
代
へ
の
負
担

軽
減
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
損
失
を
抑
え

る
だ
け
で
な
く
医
療
費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長
　
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

国
が
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
定
期
接
種
化
に
向
け
て

調
整
中
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
調
整
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

一般
質問

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ

■問
　現
在
、
古
湊
埠
頭
に
16
万
ト
ン
級
ク
ラ
ス
の
ク

ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
で
街
中
誘
導
、
ま
た
は
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
で
楽
し
ん
で
い
る
。
酒
田
本
港
地
区
へ
の
入
港
に

は
将
来
的
に
も
期
待
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
港
湾

計
画
の
利
用
形
態
の
見
直
し
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

た
め
対
象
岸
壁
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
港
地
区
へ

の
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■問
　ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
乗
客
、
乗
員
か
ら
下
船
し
て
い
た
だ
き
本
市
の
魅
力

や
伝
統
文
化
、
そ
し
て
購
買
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い

が
経
済
波
及
効
果
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　地
域
創
生
部
長
　
本
港
地
区
に
安
全
に
入
港
す

る
た
め
に
は
、
港
湾
計
画
の
変
更
の
ほ
か
、
航
路
幅

を
確
保
す
る
た
め
の
浚
渫
や
、
岸
壁
な
ど
へ
の
係
船

柱
や
※
２
防
舷
材
の
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

●答
　地
域
創
生
部
長
　
乗
客
へ
の
消
費
行
動
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
市
内
経
済
効

果
の
測
定
な
ど
を
行
い
、
乗
客
を
対
象
と
し
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
な
ど
、
よ
り
本
市
へ
の
観
光

消
費
額
の
増
加
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

庄
内
地
域
の
観
光
面
で
の

強
み
と
弱
み
、

庄
内
空
港
利
用
促
進

■問
　荒
瀬
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
刈
屋
地
区
で
は
お
よ

そ
4
分
の
1
の
園
地
で
重
大
な
損
壊
や
土
砂
流
木
な

ど
の
流
入
が
発
生
し
た
。
梨
の
栽
培
で
最
も
憂
慮
さ

れ
る
の
が
病
害
虫
の
発
生
で
あ
る
。
産
地
全
体
に
関

わ
る
課
題
で
あ
り
、
い
ち
早
く
防
除
が
実
施
で
き
る

状
況
に
復
旧
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
復
旧
対

策
お
よ
び
実
施
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　市
長
　
復
旧
に
つ
い
て
は
、
病
害
虫
発
生
の
防

止
の
観
点
か
ら
、
現
地
に
多
量
に
堆
積
し
た
粘
土
質

の
土
砂
の
除
去
お
よ
び
落
果
の
処
理
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
※
１
公
共
災
で
木
や
棚
、
土
砂
の
撤
去
を

行
う
場
合
、
一
部
の
梨
の
木
や
棚
を
撤
去
す
る
必
要

が
あ
り
、
地
元
の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
被
害

一般
質問

義
務
教
育
学
校
・
複
式
学
級

齋さ
い

藤と
う 

直な
お
し 

議
員

酒
田
本
港
地
区
へ
の

ク
ル
ー
ズ
船
入
港
の
可
能
性
は

伊い

藤と
う 

欣き
ん

哉や 

議
員

酒
田
の
ブ
ラ
ン
ド「
刈
屋
梨
」を

救
え

甚大な被害を受けた大雨後の梨畑の姿

働き盛り世代へも助成を

の
軽
い
農
地
に
つ

い
て
は
、
酒
田
市

小
規
模
農
地
等
災

害
緊
急
復
旧
事
業

を
活
用
し
て
、
令

和
６
年
度
内
の
土

砂
撤
去
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

50
代
か
ら
の
働
き

盛
り
世
代
へ
の
接

種
費
用
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
動

向
や
県
内
他
市
町

村
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※1 公共災……公共土木施設災害復旧事業
※2 防舷材……船舶と岸壁との間に設置するクッション材07  ｜  市議会だより　2025.2.1
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一
般
質
問



12
月
11
日
か
ら
13
日
に

計
14
人
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般
質問

一般質問とは…
市政全般に関する状況や
方針を質問し、報告や
説明を求めたり、疑問を
明らかにするもの。

■問
　本
市
に
も
今
ま
で
多
く
の
方
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
着
任
さ
れ
、
そ
の
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
刺
激
や
影
響
を
与
え
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
活
動
の
状
況
や
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る
他
市

出
身
者
の
任
期
終
了
後
の
本
市
定
着
の
状
況
を
伺
う
。

■問
　今
後
の
隊
員
募
集
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
活
躍
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
飛
島
、
旧
3
町
地
域
に
限
ら
ず
、
産
業
や

経
済
、
歴
史
文
化
で
の
地
域
お
こ
し
な
ど
、
受
け
入

れ
内
容
の
拡
大
も
視
野
に
募
集
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　市
長
　
今
年
度
、
本
市
で
活
動
し
て
い
た
八
幡
、

飛
島
地
域
の
隊
員
は
、
い
ず
れ
も
配
置
さ
れ
た
地
域

に
溶
け
込
み
な
が
ら
、
地
域
課
題
に
応
じ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
市
外
出
身
隊

員
の
本
市
定
着
率
は
53
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

●答
　市
長
　
令
和
7
年
度
か
ら
は
市
内
全
域
に
拡
大

し
て
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●答
　総
務
部
長
　
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
な
が

ら
、
応
募
さ
れ
た
方
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き

る
よ
う
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
で
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

安あ
ん

藤ど
う 

浩ひ
ろ

夫お 

議
員

令
和
７
年
県
産
米
の
「
生
産
の

目
安
」
へ
の
本
市
の
対
応
は

一般
質問

７
月
の
大
雨
災
害
で
被
災
し
た

林
道
、林
地
の
復
旧
は

■問
　令
和
７
年
県
産
米
の
目
安
が
決
定
し
、
そ
れ
を

受
け
て
本
市
の
農
業
再
生
協
議
会
が
、
令
和
７
年
１

月
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
被
災
水
稲
農
地
を

転
作
田
と
認
め
、
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
管
内
で
の
互
助

制
度
を
利
用
し
、
主
食
用
米
作
付
け
を
行
い
、
被
災

農
家
へ
の
収
入
補
填
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
考
え
を
伺
う
。

■問
　※

１
公
共
災
利
用
農
地
は
、
原
形
復
旧
が
基
本

で
あ
る
が
、
中
山
間
地
で
は
水
田
が
小
さ
く
作
業
効

率
が
悪
い
。
今
後
、
担
い
手
、
受
け
手
が
減
少
す
る

中
で
の
営
農
継
続
に
は
、
水
田
の
集
約
、
区
画
整
備

の
大
型
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

●答
　農
林
水
産
部
長
　
被
災
水
稲
農
地
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
農
業
再
生
協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。
互
助
制
度
を
利
用
し
た
収
入
補
填
の
体
制
づ
く

り
は
、
現
在
、
J
A
庄
内
み
ど
り
で
検
討
し
て
い
る

と
伺
っ
て
お
り
、
検
討
の
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
。

●答
　農
林
水
産
部
長
　
災
害
復
旧
事
業
に
既
存
の
土

地
改
良
事
業
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
生
産

性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
も
可
能
で
あ
る
。
ど
の
制

度
を
活
用
す
る
の
が
適
当
か
、
今
後
、
生
産
組
織
と
打

合
せ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

一般
質問

酒
田
港
の
貨
物
量
拡
大
に
向
け
た

県
産
木
材
の
輸
出
へ
の
取
り
組
み

後ご

藤と
う 

泉い
ず
み 

議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
的
な
活
用
を
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行
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視
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ま
と
め

▲動画はこちらから

▲動画はこちらから

一
般
質
問

遠え
ん

田た 

敏と
し

子こ 

議
員

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に

公
費
助
成
を

■問
　国
は
、
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を
定
期
接
種
に
含

め
る
方
針
で
審
議
を
進
め
て
い
る
。
現
在
1
千
718
自

治
体
中
、
731
自
治
体
に
お
い
て
は
す
で
に
公
費
助
成

が
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

も
予
防
接
種
に
公
費
助
成
す
る
こ
と
で
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
市
独
自
で
50
代
へ
の
負
担

軽
減
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
損
失
を
抑
え

る
だ
け
で
な
く
医
療
費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長
　
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

国
が
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
定
期
接
種
化
に
向
け
て

調
整
中
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
調
整
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

一般
質問

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ

■問
　現
在
、
古
湊
埠
頭
に
16
万
ト
ン
級
ク
ラ
ス
の
ク

ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
で
街
中
誘
導
、
ま
た
は
、
広
域
的
な
観
光
ル
ー

ト
で
楽
し
ん
で
い
る
。
酒
田
本
港
地
区
へ
の
入
港
に

は
将
来
的
に
も
期
待
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
港
湾

計
画
の
利
用
形
態
の
見
直
し
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

た
め
対
象
岸
壁
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
本
港
地
区
へ

の
ク
ル
ー
ズ
船
入
港
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

■問
　ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
乗
客
、
乗
員
か
ら
下
船
し
て
い
た
だ
き
本
市
の
魅
力

や
伝
統
文
化
、
そ
し
て
購
買
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い

が
経
済
波
及
効
果
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　地
域
創
生
部
長
　
本
港
地
区
に
安
全
に
入
港
す

る
た
め
に
は
、
港
湾
計
画
の
変
更
の
ほ
か
、
航
路
幅

を
確
保
す
る
た
め
の
浚
渫
や
、
岸
壁
な
ど
へ
の
係
船

柱
や
※
２
防
舷
材
の
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め
、
引

き
続
き
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

●答
　地
域
創
生
部
長
　
乗
客
へ
の
消
費
行
動
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
た
市
内
経
済
効

果
の
測
定
な
ど
を
行
い
、
乗
客
を
対
象
と
し
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
な
ど
、
よ
り
本
市
へ
の
観
光

消
費
額
の
増
加
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

一般
質問

庄
内
地
域
の
観
光
面
で
の

強
み
と
弱
み
、

庄
内
空
港
利
用
促
進

■問
　荒
瀬
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
刈
屋
地
区
で
は
お
よ

そ
4
分
の
1
の
園
地
で
重
大
な
損
壊
や
土
砂
流
木
な

ど
の
流
入
が
発
生
し
た
。
梨
の
栽
培
で
最
も
憂
慮
さ

れ
る
の
が
病
害
虫
の
発
生
で
あ
る
。
産
地
全
体
に
関

わ
る
課
題
で
あ
り
、
い
ち
早
く
防
除
が
実
施
で
き
る

状
況
に
復
旧
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
復
旧
対

策
お
よ
び
実
施
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　市
長
　
復
旧
に
つ
い
て
は
、
病
害
虫
発
生
の
防

止
の
観
点
か
ら
、
現
地
に
多
量
に
堆
積
し
た
粘
土
質

の
土
砂
の
除
去
お
よ
び
落
果
の
処
理
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
※
１
公
共
災
で
木
や
棚
、
土
砂
の
撤
去
を

行
う
場
合
、
一
部
の
梨
の
木
や
棚
を
撤
去
す
る
必
要

が
あ
り
、
地
元
の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
被
害

一般
質問

義
務
教
育
学
校
・
複
式
学
級

齋さ
い

藤と
う 

直な
お
し 

議
員

酒
田
本
港
地
区
へ
の

ク
ル
ー
ズ
船
入
港
の
可
能
性
は

伊い

藤と
う 

欣き
ん

哉や 

議
員

酒
田
の
ブ
ラ
ン
ド「
刈
屋
梨
」を

救
え

甚大な被害を受けた大雨後の梨畑の姿

働き盛り世代へも助成を

の
軽
い
農
地
に
つ

い
て
は
、
酒
田
市

小
規
模
農
地
等
災

害
緊
急
復
旧
事
業

を
活
用
し
て
、
令

和
６
年
度
内
の
土

砂
撤
去
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

50
代
か
ら
の
働
き

盛
り
世
代
へ
の
接

種
費
用
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
動

向
や
県
内
他
市
町

村
の
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

※1 公共災……公共土木施設災害復旧事業
※2 防舷材……船舶と岸壁との間に設置するクッション材07  ｜  市議会だより　2025.2.1
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一
般
質
問



大お
お

壁か
べ 

洋よ
う

平へ
い 

議
員

若
者
と
学
生
が
輝
く
ま
ち
に

■問
　酒
田
市
若
者
大
賞
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

●答
　市
民
部
長
　
こ
れ

以
上
管
理
不
全
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
市
民
に
適
切
な

管
理
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
空
き
家
の
解

消
、
活
用
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
通

じ
、
空
き
家
の
抑
制
に

●答
　副
市
長
　
若
者
が
地
域
課
題
な
ど
を
自
ら
設
定

し
、
解
決
方
策
を
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

企
画
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
応
援
す
る
地
域

の
大
人
た
ち
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
と
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
７
年
中
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●答
　副
市
長
　
脚
光
を
浴
び
る
若
者
が
し
っ
か
り
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

一般
質問

最
上
川
の
水
位
の

観
測
の
在
り
方

一般
質問

本
市
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
た
め
の
施
策
は

■問
　厚
生
労
働
省
の
令
和
4
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
で
、
た
ば
こ
を
習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
20
歳
以
上

の
男
女
の
割
合
は
14
・
8
％
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
前
回
調
査
の
16
・
7
％
を
下
回
り
、

現
行
の
設
問
に
な
っ
て
以
降
、
最
低
を
更
新
し
た
。

で
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。本
市
が
令
和
４
年
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
喫
煙
し
て
い
る
」が
８
・
３
％

と
前
回
調
査
の
16
・
3
％
に
比
べ
て
半
減
は
し
て
い

る
も
の
の
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
目
標
値
に
は
届
い

て
い
な
い
。
前
回
の
目
標
と
の
比
較
も
含
め
て
現
状

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
に
国
で
実
施
し

た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る

者
の
割
合
は
14
・
8
％
で
あ
り
、
同
じ
く
県
で
調
査

一般
質問

表
題
以
外
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

■問
　令
和
３
年
３
月
に
本
市
の
「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
３
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
管

理
不
全
空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
成
果
を
伺
う
。

■問
　若
者
の
挑
戦
や
成
果
を
地
域
全
体
で
称
え
る
仕

組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
成
長
を
後
押

し
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
だ
と
考
え
る
。
若
者
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
酒

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
つ
い
て
、
目
的
と
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

武た
け

田だ 

恵け
い

子こ 

議
員

空
き
家
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

斎さ
い

藤と
う 

周ひ
ろ
し 

議
員

本
市
の
喫
煙
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か

利活用？解体？

動き出したコミュニティ財団

市役所の喫煙所は令和元年度に閉鎖

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
あ
る
空
き
家
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ま
ず
市
職
員
が
現
地
を
迅
速
に
確
認
し
、
そ
の
上
で

管
理
責
任
が
あ
る
所
有
者
な
ど
に
速
や
か
に
改
善
す

る
よ
う
指
導
を
行
う
。
自
治
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
る
。

し
た
結
果
は
17
・

2
％
で
あ
っ
た
。
本

市
の
喫
煙
率
は
国
、

県
よ
り
も
低
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
け

る
喫
煙
者
は
減
少
し

て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、

県
に
よ
る
表

彰
も
参
考
に

し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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一
般
質
問

■問
　７
月
25
日
か
ら
の
大
雨
災
害
後
、
住
宅
の
再
建

を
諦
め
て
地
域
外
へ
避
難
し
た
方
や
、
大
工
の
手
配

が
つ
か
ず
再
建
ま
で
の
目
途
が
た
た
な
い
た
め
避
難

さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。
避
難
さ
れ
た
方
、
地
元
に

残
る
方
も
お
互
い
に
寂
し
さ
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
被
災
者
に
温
か
く
寄
り
添
っ
た
、
孤
立
し
な

い
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
災
害

を
乗
り
越
え
て
、
今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

●答
　市
長　
地
域
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
把
握
し
た

現
状
と
、
こ
れ
ま
で
本
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
蓄

積
し
て
き
た
情
報
を
集
約
し
、
孤
立
防
止
に
向
け
て
、

よ
り
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
復
旧
復

興
に
あ
た
っ
て
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
が
被
災

前
の
当
た
り
前
の
生
活

を
取
り
戻
す
だ
け
で
な

く
、
市
民
が
今
後
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

後ご

藤と
う 

啓ひ
ら
く 

議
員

７
月
25
日
大
雨
災
害
対
応

～
孤
立
し
な
い
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
～

一般
質問

復
旧
・
復
興
支
援
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
用
を

▲動画はこちらから

■問
　現
在
、
飛
島
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少

が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
。
飛
島
の
基
幹
産
業
は

漁
業
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
漁
業
就
業

者
も
激
減
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
観
光
の
視
点
か
ら
み
る
と
飛
島
は
約
300
種
の
渡

り
鳥
の
中
継
地
で
あ
り
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
に
大
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
有
数
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
季
節
に
な

れ
ば
一
定
の
観
光
客
が
訪
れ
る
自
然
豊
か
な
魅
力
あ

る
島
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
飛
島
を
観
光
振
興

な
の
か
、
ま
た
は
移
住
定
住
な
の
か
、
将
来
的
に
ど

の
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
飛

島
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　市
民
部
長　
自
然
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
県

で
唯
一
の
有
人
離
島
で
あ
る
飛
島
の
価
値
を
損
な
う

こ
と
な
く
、
県
離
島
振
興
計
画
を
も
と
に
県
と
市
が

連
携
し
、
様
々
な
人
や
団
体
が
関
わ
る
協
働
の
島
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。
産
業
振
興
を
は
じ
め
、
交

流
人
口
や
関
係
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

移
住
定
住
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
福

祉
の
向
上
と
、
飛
島
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

富と

樫が
し 

覚さ
と
る 

議
員

本
市
が
考
え
る
飛
島
の
将
来
像
は

一般
質問

新
規
ホ
テ
ル
事
業
者
が
目
指
す

地
域
創
生
事
業
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■問
　11
月
19
日
の
強
風
で
大
き
な
枯
松
の
倒
木
事
故

が
発
生
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
真
っ
二
つ
に
す
る

被
害
が
あ
っ
た
。
当
日
は
ハ
ウ
ス
内
に
人
が
不
在

だ
っ
た
た
め
人
的
被
害
は
免
れ
た
が
、
強
風
が
吹
け

ば
農
家
だ
け
で
な
く
市
民
の
生
命
・
財
産
が
脅
か
さ

れ
る
。
松
く
い
虫
被
害
は
も
は
や
災
害
級
の
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
る
。
６
月
補
正
の
市
単
独
事
業
で
道
路

沿
い
や
危
険
箇
所
の
枯
松
伐
採
を
続
け
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
拡
大
可
能
か
。

■問
　個
人
が
枯
松
を
伐
採
し
た
処
理
費
用
へ
の
支
援

策
や
、
地
域
毎
に
対
策
協
議
会
を
組
織
し
、
市
民
協

働
で
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　農
林
水
産
部
長　
国
や
県
の
補
助
事
業
と
し
て

取
り
扱
い
が
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
既
存
の
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
細
か

い
要
件
が
あ
る
た
め
、
ど
の
制
度
が
本
市
に
有
利
で

活
用
可
能
か
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●答
　農
林
水
産
部
長　
個
人
が
枯
松
を
伐
倒
す
る
場

合
、
専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
条
件
に
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

田た

中な
か 

斉ひ
と
し 

議
員

海
岸
砂
防
林
の
枯
松
倒
木
被
害

へ
の
緊
急
対
策
を

一般
質問

義
務
教
育
学
校
の
進
捗
状
況
と

安
全
な
高
台
を
望
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
意
見
へ
の
対
応

雪に耐える被災地

▲動画はこちらから

▲動画はこちらから

大お
お

壁か
べ 

洋よ
う

平へ
い 

議
員

若
者
と
学
生
が
輝
く
ま
ち
に

■問

　酒田
市
若
者
大
賞
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

●答

　市
民
部
長
　
こ
れ

以
上
管
理
不
全
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
市
民
に
適
切
な

管
理
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
空
き
家
の
解

消
、
活
用
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
通

じ
、
空
き
家
の
抑
制
に

●答

　副
市
長
　
若
者
が
地
域
課
題
な
ど
を
自
ら
設
定

し
、
解
決
方
策
を
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

企
画
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
応
援
す
る
地
域

の
大
人
た
ち
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
と
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
７
年
中
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●答

　副
市
長
　
脚
光
を
浴
び
る
若
者
が
し
っ
か
り
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

一般
質問

最
上
川
の
水
位
の

観
測
の
在
り
方

一般
質問

本
市
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
た
め
の
施
策
は

■問

　厚
生
労
働
省
の
令
和
4
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
で
、
た
ば
こ
を
習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
20
歳
以
上

の
男
女
の
割
合
は
14
・
8
％
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
前
回
調
査
の
16
・
7
％
を
下
回
り
、

現
行
の
設
問
に
な
っ
て
以
降
、
最
低
を
更
新
し
た
。

で
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。本
市
が
令
和
４
年
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
喫
煙
し
て
い
る
」が
８
・
３
％

と
前
回
調
査
の
16
・
3
％
に
比
べ
て
半
減
は
し
て
い

る
も
の
の
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
目
標
値
に
は
届
い

て
い
な
い
。
前
回
の
目
標
と
の
比
較
も
含
め
て
現
状

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

●答

　健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
に
国
で
実
施
し

た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る

者
の
割
合
は
14
・
8
％
で
あ
り
、
同
じ
く
県
で
調
査

一般
質問

表
題
以
外
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

■問

　令
和
３
年
３
月
に
本
市
の
「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
３
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
管

理
不
全
空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
成
果
を
伺
う
。

■問

　若
者
の
挑
戦
や
成
果
を
地
域
全
体
で
称
え
る
仕

組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
成
長
を
後
押

し
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
だ
と
考
え
る
。
若
者
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
酒

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
つ
い
て
、
目
的
と
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

武た
け

田だ 

恵け
い

子こ 

議
員

空
き
家
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

斎さ
い

藤と
う 

周ひ
ろ
し 

議
員

本
市
の
喫
煙
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か

利活用？解体？

動き出したコミュニティ財団

市役所の喫煙所は令和元年度に閉鎖

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
あ
る
空
き
家
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ま
ず
市
職
員
が
現
地
を
迅
速
に
確
認
し
、
そ
の
上
で

管
理
責
任
が
あ
る
所
有
者
な
ど
に
速
や
か
に
改
善
す

る
よ
う
指
導
を
行
う
。
自
治
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
る
。

し
た
結
果
は
17
・

2
％
で
あ
っ
た
。
本

市
の
喫
煙
率
は
国
、

県
よ
り
も
低
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
け

る
喫
煙
者
は
減
少
し

て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、

県
に
よ
る
表

彰
も
参
考
に

し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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大お
お

壁か
べ 

洋よ
う

平へ
い 

議
員

若
者
と
学
生
が
輝
く
ま
ち
に

■問
　酒
田
市
若
者
大
賞
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

●答
　市
民
部
長
　
こ
れ

以
上
管
理
不
全
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
市
民
に
適
切
な

管
理
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
空
き
家
の
解

消
、
活
用
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
通

じ
、
空
き
家
の
抑
制
に

●答
　副
市
長
　
若
者
が
地
域
課
題
な
ど
を
自
ら
設
定

し
、
解
決
方
策
を
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

企
画
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
応
援
す
る
地
域

の
大
人
た
ち
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
と
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
７
年
中
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●答
　副
市
長
　
脚
光
を
浴
び
る
若
者
が
し
っ
か
り
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

一般
質問

最
上
川
の
水
位
の

観
測
の
在
り
方

一般
質問

本
市
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
た
め
の
施
策
は

■問
　厚
生
労
働
省
の
令
和
4
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
で
、
た
ば
こ
を
習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
20
歳
以
上

の
男
女
の
割
合
は
14
・
8
％
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
前
回
調
査
の
16
・
7
％
を
下
回
り
、

現
行
の
設
問
に
な
っ
て
以
降
、
最
低
を
更
新
し
た
。

で
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。本
市
が
令
和
４
年
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
喫
煙
し
て
い
る
」が
８
・
３
％

と
前
回
調
査
の
16
・
3
％
に
比
べ
て
半
減
は
し
て
い

る
も
の
の
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
目
標
値
に
は
届
い

て
い
な
い
。
前
回
の
目
標
と
の
比
較
も
含
め
て
現
状

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
に
国
で
実
施
し

た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る

者
の
割
合
は
14
・
8
％
で
あ
り
、
同
じ
く
県
で
調
査

一般
質問

表
題
以
外
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

■問
　令
和
３
年
３
月
に
本
市
の
「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
３
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
管

理
不
全
空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
成
果
を
伺
う
。

■問
　若
者
の
挑
戦
や
成
果
を
地
域
全
体
で
称
え
る
仕

組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
成
長
を
後
押

し
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
だ
と
考
え
る
。
若
者
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
酒

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
つ
い
て
、
目
的
と
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

武た
け

田だ 

恵け
い

子こ 

議
員

空
き
家
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

斎さ
い

藤と
う 

周ひ
ろ
し 

議
員

本
市
の
喫
煙
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か

利活用？解体？

動き出したコミュニティ財団

市役所の喫煙所は令和元年度に閉鎖

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
あ
る
空
き
家
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ま
ず
市
職
員
が
現
地
を
迅
速
に
確
認
し
、
そ
の
上
で

管
理
責
任
が
あ
る
所
有
者
な
ど
に
速
や
か
に
改
善
す

る
よ
う
指
導
を
行
う
。
自
治
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
る
。

し
た
結
果
は
17
・

2
％
で
あ
っ
た
。
本

市
の
喫
煙
率
は
国
、

県
よ
り
も
低
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
け

る
喫
煙
者
は
減
少
し

て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、

県
に
よ
る
表

彰
も
参
考
に

し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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一
般
質
問

■問
　７
月
25
日
か
ら
の
大
雨
災
害
後
、
住
宅
の
再
建

を
諦
め
て
地
域
外
へ
避
難
し
た
方
や
、
大
工
の
手
配

が
つ
か
ず
再
建
ま
で
の
目
途
が
た
た
な
い
た
め
避
難

さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。
避
難
さ
れ
た
方
、
地
元
に

残
る
方
も
お
互
い
に
寂
し
さ
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
被
災
者
に
温
か
く
寄
り
添
っ
た
、
孤
立
し
な

い
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
災
害

を
乗
り
越
え
て
、
今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
伺
う
。

●答
　市
長　
地
域
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
把
握
し
た

現
状
と
、
こ
れ
ま
で
本
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
蓄

積
し
て
き
た
情
報
を
集
約
し
、
孤
立
防
止
に
向
け
て
、

よ
り
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
復
旧
復

興
に
あ
た
っ
て
は
、
被

災
さ
れ
た
方
々
が
被
災

前
の
当
た
り
前
の
生
活

を
取
り
戻
す
だ
け
で
な

く
、
市
民
が
今
後
も
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

後ご

藤と
う 

啓ひ
ら
く 

議
員

７
月
25
日
大
雨
災
害
対
応

～
孤
立
し
な
い
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
～

一般
質問

復
旧
・
復
興
支
援
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
用
を

▲動画はこちらから

■問
　現
在
、
飛
島
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少

が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
。
飛
島
の
基
幹
産
業
は

漁
業
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
漁
業
就
業

者
も
激
減
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
観
光
の
視
点
か
ら
み
る
と
飛
島
は
約
300
種
の
渡

り
鳥
の
中
継
地
で
あ
り
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
に
大
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
有
数
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
季
節
に
な

れ
ば
一
定
の
観
光
客
が
訪
れ
る
自
然
豊
か
な
魅
力
あ

る
島
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、
飛
島
を
観
光
振
興

な
の
か
、
ま
た
は
移
住
定
住
な
の
か
、
将
来
的
に
ど

の
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
飛

島
の
将
来
像
に
つ
い
て
伺
う
。

●答
　市
民
部
長　
自
然
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
県

で
唯
一
の
有
人
離
島
で
あ
る
飛
島
の
価
値
を
損
な
う

こ
と
な
く
、
県
離
島
振
興
計
画
を
も
と
に
県
と
市
が

連
携
し
、
様
々
な
人
や
団
体
が
関
わ
る
協
働
の
島
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
。
産
業
振
興
を
は
じ
め
、
交

流
人
口
や
関
係
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

移
住
定
住
を
促
進
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
福

祉
の
向
上
と
、
飛
島
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

富と

樫が
し 

覚さ
と
る 

議
員

本
市
が
考
え
る
飛
島
の
将
来
像
は

一般
質問

新
規
ホ
テ
ル
事
業
者
が
目
指
す

地
域
創
生
事
業
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■問
　11
月
19
日
の
強
風
で
大
き
な
枯
松
の
倒
木
事
故

が
発
生
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
真
っ
二
つ
に
す
る

被
害
が
あ
っ
た
。
当
日
は
ハ
ウ
ス
内
に
人
が
不
在

だ
っ
た
た
め
人
的
被
害
は
免
れ
た
が
、
強
風
が
吹
け

ば
農
家
だ
け
で
な
く
市
民
の
生
命
・
財
産
が
脅
か
さ

れ
る
。
松
く
い
虫
被
害
は
も
は
や
災
害
級
の
レ
ベ
ル

に
な
っ
て
い
る
。
６
月
補
正
の
市
単
独
事
業
で
道
路

沿
い
や
危
険
箇
所
の
枯
松
伐
採
を
続
け
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
拡
大
可
能
か
。

■問
　個
人
が
枯
松
を
伐
採
し
た
処
理
費
用
へ
の
支
援

策
や
、
地
域
毎
に
対
策
協
議
会
を
組
織
し
、
市
民
協

働
で
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　農
林
水
産
部
長　
国
や
県
の
補
助
事
業
と
し
て

取
り
扱
い
が
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
既
存
の
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
細
か

い
要
件
が
あ
る
た
め
、
ど
の
制
度
が
本
市
に
有
利
で

活
用
可
能
か
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●答
　農
林
水
産
部
長　
個
人
が
枯
松
を
伐
倒
す
る
場

合
、
専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
条
件
に
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

田た

中な
か 

斉ひ
と
し 

議
員

海
岸
砂
防
林
の
枯
松
倒
木
被
害

へ
の
緊
急
対
策
を

一般
質問

義
務
教
育
学
校
の
進
捗
状
況
と

安
全
な
高
台
を
望
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
の
意
見
へ
の
対
応

雪に耐える被災地

▲動画はこちらから

▲動画はこちらから

大お
お

壁か
べ 

洋よ
う

平へ
い 

議
員

若
者
と
学
生
が
輝
く
ま
ち
に

■問

　酒田
市
若
者
大
賞
を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

●答

　市民
部
長
　
こ
れ

以
上
管
理
不
全
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。
市
民
に
適
切
な

管
理
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
空
き
家
の
解

消
、
活
用
に
向
け
た
き

め
細
や
か
な
支
援
を
通

じ
、
空
き
家
の
抑
制
に

●答

　副市
長
　
若
者
が
地
域
課
題
な
ど
を
自
ら
設
定

し
、
解
決
方
策
を
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

企
画
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
応
援
す
る
地
域

の
大
人
た
ち
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
と
こ
と
を
目
的
と
し
、
令
和
７
年
中
の
設
立
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●答

　副市
長
　
脚
光
を
浴
び
る
若
者
が
し
っ
か
り
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

一般
質問

最
上
川
の
水
位
の

観
測
の
在
り
方

一般
質問

本
市
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

す
る
た
め
の
施
策
は

■問

　厚
生
労
働
省
の
令
和
4
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
で
、
た
ば
こ
を
習
慣
的
に
吸
っ
て
い
る
20
歳
以
上

の
男
女
の
割
合
は
14
・
8
％
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
前
回
調
査
の
16
・
7
％
を
下
回
り
、

現
行
の
設
問
に
な
っ
て
以
降
、
最
低
を
更
新
し
た
。

で
は
、本
市
で
は
ど
う
か
。本
市
が
令
和
４
年
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
喫
煙
し
て
い
る
」が
８
・
３
％

と
前
回
調
査
の
16
・
3
％
に
比
べ
て
半
減
は
し
て
い

る
も
の
の
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
目
標
値
に
は
届
い

て
い
な
い
。
前
回
の
目
標
と
の
比
較
も
含
め
て
現
状

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

●答

　健康
福
祉
部
長
　
令
和
４
年
度
に
国
で
実
施
し

た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る

者
の
割
合
は
14
・
8
％
で
あ
り
、
同
じ
く
県
で
調
査

一般
質問

表
題
以
外
の
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

■問

　令
和
３
年
３
月
に
本
市
の
「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
３
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
周
辺
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
管

理
不
全
空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
成
果
を
伺
う
。

■問

　若
者
の
挑
戦
や
成
果
を
地
域
全
体
で
称
え
る
仕

組
み
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
成
長
を
後
押

し
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
施

策
だ
と
考
え
る
。
若
者
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
酒

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
に
つ
い
て
、
目
的
と
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

武た
け

田だ 

恵け
い

子こ 

議
員

空
き
家
対
策
は

進
ん
で
い
る
の
か

斎さ
い

藤と
う 

周ひ
ろ
し 

議
員

本
市
の
喫
煙
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か

利活用？解体？

動き出したコミュニティ財団

市役所の喫煙所は令和元年度に閉鎖

力
を
入
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
あ
る
空
き
家
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

ま
ず
市
職
員
が
現
地
を
迅
速
に
確
認
し
、
そ
の
上
で

管
理
責
任
が
あ
る
所
有
者
な
ど
に
速
や
か
に
改
善
す

る
よ
う
指
導
を
行
う
。
自
治
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い
る
。

し
た
結
果
は
17
・

2
％
で
あ
っ
た
。
本

市
の
喫
煙
率
は
国
、

県
よ
り
も
低
く
、
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
け

る
喫
煙
者
は
減
少
し

て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、

県
に
よ
る
表

彰
も
参
考
に

し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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■問
　酒
田
北
港
が
開
港
50
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
か

ら
の
50
年
、
酒
田
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
酒

田
北
港
の
中
核
事
業
で
あ
る
。
９
月
に
は
、
洋
上
風

力
基
地
港
湾
整
備
事
業
が
着
工
し
た
。
経
済
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

■問
　市
民
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

●答
　副
市
長　
県
が
11
月
に
発
表
し
た
「
山
形
県
洋

上
風
力
発
電
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
調
査
業
務
委

託
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
27

年
間
の
合
計
で
約
１
千
779
億
円
と
さ
れ
、
近
年
に
は

な
い
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

●答
　副
市
長　
積
極
的
に
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、

心
配
や
懸
念
の
声
に

対
し
て
は
、
正
し
い

理
解
が
進
む
よ
う
に

勉
強
会
の
開
催
な
ど

も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

後ご

藤と
う 

仁ひ
と
み 

議
員

北
港
開
港
50
周
年

こ
れ
か
ら
の
50
年

一般
質問

松
山
・
平
田
地
域
の
公
共
施
設

適
正
化
は
、市
民
へ
の
正
し
い

情
報
提
供
を

▲動画はこちらから
洋上風力基地港湾整備エリア

■問
　生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
ト
イ
レ
に
配
置
で
き
な
い

か
と
問
う
て
い
た
が
、
本
市
で
は
女
性
の
貧
困
対
策

の
一
環
と
し
て
窓
口
で
の
対
応
と
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
今
で
は
生
理
に
対
す
る
悩
み
な
ど
の
発
言
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配
置
が
「
あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
働
く
現

場
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

女
性
職
員
の
福
利
厚
生
に
も
役
に
立
つ
と
考
え
る
。

貧
困
対
策
と
併
せ
、
生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ
の
常
備

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長　
昨
今
、
生
理
を
取
り
巻
く
社

会
認
識
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

貧
困
対
策
と
し
て
で
は
な
く
、
急
に
生
理
に
な
っ
た

場
合
な
ど
、
生
理
に
関
す
る
女
性
の
負
担
や
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
、
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
使
え
る
よ

う
に
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
ト
イ
レ
設
置
の
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
比
較
的
短
期
間

で
実
施
が
で
き
そ
う
な
も
の
と
し
て
、
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
に
入
れ
て
ト
イ
レ
の
洗
面
台
な
ど
に
設
置
す
る
方

法
が
あ
る
。
市
役
所
に
て
試
験
的
な
実
施
を
検
討
し

た
い
。

市い
ち

原は
ら 

栄え
い

子こ 

議
員

貧
困
対
策
で
は
な
い

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
常
備
を

一般
質問

だ
れ
で
も
気
軽
に
お
出
か
け

で
き
る
公
共
施
設
を

▲動画はこちらから

■問
　令
和
５
年
度
の
決
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
は
約
43
憶
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
約
11
憶

円
は
返
礼
品
代
と
し
て
地
元
事
業
者
へ
入
り
、
手
続

き
経
費
を
差
し
引
い
た
約
22
憶
８
千
万
円
が
本
市
の

実
歳
入
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
に
有
利
な
こ
の

制
度
が
こ
の
ま
ま
好
調
に
推
移
し
て
い
か
な
い
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
返
礼
品
の
７
割
を
占
め
る

酒
田
産
米
が
２
か
年
の
不
作
に
よ
り
、
返
礼
品
不
足

に
よ
る
申
込
の
停
止
と
い
う
機
会
損
失
が
お
き
て
お

り
、
今
後
は
酒
田
産
米
の
フ
ァ
ン
離
れ
も
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、米
の
確
保
と「
酒
田
産
米
ブ
ラ
ン
ド
」

保
持
の
た
め
に
寄
附
額
か
ら
農
業
分
野
へ
の
投
資
や

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　地
域
創
生
部
長　
農
業
者
支
援
と
し
て
は
、
既

存
の
施
策
の
拡
充
の
ほ
か
、
よ
り
効
果
の
あ
る
新
た

な
施
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
寄
附
金
の
充
当
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
寄
附
金
の
使

い
道
を
具
体
的
に
示
し
た
う
え
で
寄
附
を
募
る
ガ
バ

メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手

法
も
あ
る
た
め
、
国
、
県
の
補
助
事
業
な
ど
も
含
め
、

幅
広
に
情
報
収
集
し
、
効
果
的
な
事
業
実
施
に
努
め

た
い
。

松ま
つ

本も
と 

国く
に

博ひ
ろ 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
で

農
業
支
援
を
！

一般
質問

市
民
は
地
元
観
光
を
し
て
い
る
か

安
心
で
訪
れ
や
す
い
芋
煮
会
の

会
場
整
備

▲動画はこちらから

◎議会の開催状況と審議件数など

令和６年の一般質問から　～住民の代表として市政の監視と政策立案機能を発揮～

令和６年　酒田市議会の主な活動状況

◎委員会の開催状況と審査件数 ◎議会運営委員会等の開催状況

◎本会議傍聴者数　５２名（令和5年：152名）

会期日数
議決結果 議案件数

請　願 代表質疑 一般質問
日　数 出席率 市長提出 議員提出 その他

1月臨時会 1日 1日 100.0% 1件 0件 0件 ‐ ‐ ‐

３月定例会 24日 7日 100.0% 54件 3件 5件 ‐   7名 17名

４月招集議会 1日 1日 100.0% 6件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
６月定例議会 15日 6日   98.7% 17件 0件 0件 1件   1名 18名
７月臨時議会 1日 1日   96.0% 3件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
８月臨時議会 1日 1日 100.0% 9件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
９月臨時議会 1日 1日 100.0% 6件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
９月定例議会 24日 6日   96.0% 56件 0件 2件 ‐   6名 16名
12月定例議会 12日 5日   96.0% 23件 1件 0件 ‐ ‐ 14名
合　　計 80日 29日   98.0% 175件 4件 7件 1件 14名 65名

委　員　会 協議会

開催日数 審査件数 開催日数
総務常任委員会 11日 　    45件(0) 16日

民生常任委員会   8日 　    29件(1) 15日

建設経済常任委員会   7日 　    25件(0) 15日
予算特別委員会 16日   45件 0日
決算特別委員会   4日     9件 0日
合　　　　計 46日 153件 46日

開催日数

議会運営委員会 33日

議会報編集委員会 13日

議会改革推進特別委員会   7日

委員長会議   1日

一般質問のテーマ 質問回数

防災分野（能登半島地震、７月大雨災害関連など） 24(14)

教育分野（部活動地域移行、義務教育学校関連など） 13(9)

観光分野（クルーズ船、鳥海山・飛島ジオパーク関連など）   9(7)

健康分野（子宮頸がん撲滅、喫煙率低下など）   7(3)

地域経済分野（景気回復見込み、企業誘致など）   6(6)

農業分野（水稲農業、穀物乾燥貯蔵施設など）   6(5)

港湾分野（貨物量拡大、洋上風力発電事業など）   4(3)
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令
和
６
年
は
議
員
延
べ
65
人
が
112
項
目
に

わ
た
っ
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
７
月

の
大
雨
災
害
の
発
生
に
よ
り
防
災
分
野
の
質

問
が
多
く
、
次
い
で
多
か
っ
た
教
育
分
野
の

質
問
で
は
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
や

義
務
教
育
学
校
整
備
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の

ほ
か
に
も
市
へ
の
指
摘
や
提
案
が
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
意
見
を
代
表
し
、
市
政
に
つ
な
ぐ

一
般
質
問
。
皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
視
点
か
ら

傍
聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※（ ）内は請願審査分で内数

※項目は、実際の発言内容で分類しているため、通告と異なる場合があります。
※質問回数は延べ人数、（　）は実人数です。
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行
政
視
察
ま
と
め

一
般
質
問

■問
　酒
田
北
港
が
開
港
50
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
か

ら
の
50
年
、
酒
田
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
酒

田
北
港
の
中
核
事
業
で
あ
る
。
９
月
に
は
、
洋
上
風

力
基
地
港
湾
整
備
事
業
が
着
工
し
た
。
経
済
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

■問
　市
民
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

●答
　副
市
長　
県
が
11
月
に
発
表
し
た
「
山
形
県
洋

上
風
力
発
電
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
の
調
査
業
務
委

託
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
27

年
間
の
合
計
で
約
１
千
779
億
円
と
さ
れ
、
近
年
に
は

な
い
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

●答
　副
市
長　
積
極
的
に
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、

心
配
や
懸
念
の
声
に

対
し
て
は
、
正
し
い

理
解
が
進
む
よ
う
に

勉
強
会
の
開
催
な
ど

も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

後ご

藤と
う 

仁ひ
と
み 

議
員

北
港
開
港
50
周
年

こ
れ
か
ら
の
50
年

一般
質問

松
山
・
平
田
地
域
の
公
共
施
設

適
正
化
は
、市
民
へ
の
正
し
い

情
報
提
供
を

▲動画はこちらから
洋上風力基地港湾整備エリア

■問
　生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
ト
イ
レ
に
配
置
で
き
な
い

か
と
問
う
て
い
た
が
、
本
市
で
は
女
性
の
貧
困
対
策

の
一
環
と
し
て
窓
口
で
の
対
応
と
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
今
で
は
生
理
に
対
す
る
悩
み
な
ど
の
発
言
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配
置
が
「
あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
働
く
現

場
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

女
性
職
員
の
福
利
厚
生
に
も
役
に
立
つ
と
考
え
る
。

貧
困
対
策
と
併
せ
、
生
理
用
品
の
ト
イ
レ
へ
の
常
備

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

●答
　健
康
福
祉
部
長　
昨
今
、
生
理
を
取
り
巻
く
社

会
認
識
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

貧
困
対
策
と
し
て
で
は
な
く
、
急
に
生
理
に
な
っ
た

場
合
な
ど
、
生
理
に
関
す
る
女
性
の
負
担
や
不
安
を

軽
減
す
る
た
め
、
誰
で
も
必
要
な
と
き
に
使
え
る
よ

う
に
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
ト
イ
レ
設
置
の
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
比
較
的
短
期
間

で
実
施
が
で
き
そ
う
な
も
の
と
し
て
、
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
に
入
れ
て
ト
イ
レ
の
洗
面
台
な
ど
に
設
置
す
る
方

法
が
あ
る
。
市
役
所
に
て
試
験
的
な
実
施
を
検
討
し

た
い
。

市い
ち

原は
ら 

栄え
い

子こ 

議
員

貧
困
対
策
で
は
な
い

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
常
備
を

一般
質問

だ
れ
で
も
気
軽
に
お
出
か
け

で
き
る
公
共
施
設
を

▲動画はこちらから

■問
　令
和
５
年
度
の
決
算
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
額
は
約
43
憶
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
約
11
憶

円
は
返
礼
品
代
と
し
て
地
元
事
業
者
へ
入
り
、
手
続

き
経
費
を
差
し
引
い
た
約
22
憶
８
千
万
円
が
本
市
の

実
歳
入
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
に
有
利
な
こ
の

制
度
が
こ
の
ま
ま
好
調
に
推
移
し
て
い
か
な
い
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
返
礼
品
の
７
割
を
占
め
る

酒
田
産
米
が
２
か
年
の
不
作
に
よ
り
、
返
礼
品
不
足

に
よ
る
申
込
の
停
止
と
い
う
機
会
損
失
が
お
き
て
お

り
、
今
後
は
酒
田
産
米
の
フ
ァ
ン
離
れ
も
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、米
の
確
保
と「
酒
田
産
米
ブ
ラ
ン
ド
」

保
持
の
た
め
に
寄
附
額
か
ら
農
業
分
野
へ
の
投
資
や

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
所
見
を
伺
う
。

●答
　地
域
創
生
部
長　
農
業
者
支
援
と
し
て
は
、
既

存
の
施
策
の
拡
充
の
ほ
か
、
よ
り
効
果
の
あ
る
新
た

な
施
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
寄
附
金
の
充
当
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
寄
附
金
の
使

い
道
を
具
体
的
に
示
し
た
う
え
で
寄
附
を
募
る
ガ
バ

メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手

法
も
あ
る
た
め
、
国
、
県
の
補
助
事
業
な
ど
も
含
め
、

幅
広
に
情
報
収
集
し
、
効
果
的
な
事
業
実
施
に
努
め

た
い
。

松ま
つ

本も
と 

国く
に

博ひ
ろ 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
で

農
業
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援
を
！
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市
民
は
地
元
観
光
を
し
て
い
る
か

安
心
で
訪
れ
や
す
い
芋
煮
会
の

会
場
整
備

▲動画はこちらから

◎議会の開催状況と審議件数など

令和６年の一般質問から　～住民の代表として市政の監視と政策立案機能を発揮～

令和６年　酒田市議会の主な活動状況

◎委員会の開催状況と審査件数 ◎議会運営委員会等の開催状況

◎本会議傍聴者数　５２名（令和5年：152名）

会期日数
議決結果 議案件数

請　願 代表質疑 一般質問
日　数 出席率 市長提出 議員提出 その他

1月臨時会 1日 1日 100.0% 1件 0件 0件 ‐ ‐ ‐

３月定例会 24日 7日 100.0% 54件 3件 5件 ‐   7名 17名

４月招集議会 1日 1日 100.0% 6件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
６月定例議会 15日 6日   98.7% 17件 0件 0件 1件   1名 18名
７月臨時議会 1日 1日   96.0% 3件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
８月臨時議会 1日 1日 100.0% 9件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
９月臨時議会 1日 1日 100.0% 6件 0件 0件 ‐ ‐ ‐
９月定例議会 24日 6日   96.0% 56件 0件 2件 ‐   6名 16名
12月定例議会 12日 5日   96.0% 23件 1件 0件 ‐ ‐ 14名
合　　計 80日 29日   98.0% 175件 4件 7件 1件 14名 65名

委　員　会 協議会

開催日数 審査件数 開催日数
総務常任委員会 11日 　    45件(0) 16日

民生常任委員会   8日 　    29件(1) 15日

建設経済常任委員会   7日 　    25件(0) 15日
予算特別委員会 16日   45件 0日
決算特別委員会   4日     9件 0日
合　　　　計 46日 153件 46日

開催日数

議会運営委員会 33日

議会報編集委員会 13日

議会改革推進特別委員会   7日

委員長会議   1日

一般質問のテーマ 質問回数

防災分野（能登半島地震、７月大雨災害関連など） 24(14)

教育分野（部活動地域移行、義務教育学校関連など） 13(9)

観光分野（クルーズ船、鳥海山・飛島ジオパーク関連など）   9(7)

健康分野（子宮頸がん撲滅、喫煙率低下など）   7(3)

地域経済分野（景気回復見込み、企業誘致など）   6(6)

農業分野（水稲農業、穀物乾燥貯蔵施設など）   6(5)

港湾分野（貨物量拡大、洋上風力発電事業など）   4(3)
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を
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中
で
も
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
７
月

の
大
雨
災
害
の
発
生
に
よ
り
防
災
分
野
の
質

問
が
多
く
、
次
い
で
多
か
っ
た
教
育
分
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※項目は、実際の発言内容で分類しているため、通告と異なる場合があります。
※質問回数は延べ人数、（　）は実人数です。



注 目 さ れ て い ま す
本市議会では、他自治体議会·議員の行政視察を受け入れています。

行政視察受け入れ実績から読み取れる、本市の注目施策をご紹介します。

ミライニが最多受け入れ

主な視察内容 延団体数

駅前再整備事業・ミライニ ５

議会改革・通年議会 ３

デジタル変革施策（自治体フロントヤード改革ほか） ３

日本一女性が働きやすいまち宣言

 各１

交流事業

こども家庭センター「ぎゅっと」

空き家対策

北前船を活かした観光施策

国際クルーズ客船寄港地観光の取り組み

高齢者支援事業

アンテナショップ「麦わら帽子」

令和６年　行政視察来庁者数

16団体  ·  103名
（令和５年：９団体・３５名）

議会活動日誌 Diary

11月
７日 山形県市議会議長会議会報研修会
11日 議会報編集委員会

総務・建設経済合同常任委員勉強会
建設経済常任委員勉強会

14日 民生常任委員会意見交換会
20日 議会報編集委員会
22日 全議員勉強会

各常任委員協議会
26日 議会運営委員会

12月
２日 12月定例議会（〜13日）

本会議
議会運営委員会

５日 各常任委員会
建設経済常任委員勉強会

６日 予算特別委員会
議会運営委員会

10日 本会議
各常任委員協議会
議会報編集委員会

11日 本会議
議会運営委員会

12日 本会議
13日 本会議

総務常任委員会
予算特別委員会

13日 議会運営委員会
26日 各常任委員協議会

民生常任委員勉強会
民生常任委員会意見交換会
建設経済常任委員会勉強会

市議会だより　2025.2.1  ｜  12
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　令和6年は、北は北海道根室市から
南は福岡県福岡市まで行政視察を受け
入れました。
　令和4年にグランドオープンした駅
前再整備事業である「酒田駅前交流拠
点施設ミライニ」が5件と最多の受け
入れとなりました。次いで、昨年度か
ら政策提言や通年議会などを導入して
いる本市議会の取り組みと自治体フロ
ントヤード改革をはじめとするデジタ
ル変革施策が各3件ずつでした。

おいでいただきありがとうございました

　　　　　　　　　市議会の審議はどう進められるの？

　委員会では、本会議での付託を受けて、本会議の審議に判断材料を提供するための審査を行い
ます。酒田市議会には、総務、民生、建設経済の３常任委員会と、予算を審査する予算特別委員会、
決算を審査する決算特別委員会などがあります。本会議と同じように質疑、討論を経て、採決によ
り委員会の意思を決定します。

・委員長報告　付託された各委員会の委員長が、本会議に審査結果を報告します。
・質　　　疑　各委員長の報告に対し、質疑を行います。
・討　　　論　採決の前に、必要に応じ議題となっている案件に対し、反対、賛成の意見を表明します。
・採　　　決　議長が議員に賛否の意思表示を求め、議会の意思を決定します。

■酒田市議会 通年議会のイメージ
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定例会
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月
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　本会議は、議員全員と市長ほか執行機関の長などが議場に集まり開かれる会議です。
・提案理由説明　提案者である市長が議案の内容を説明します。
・代 表 質 疑　議案について、会派等の代表が質疑を行います。
・委員会付託　議案を効率的かつ専門的に審査するため、委員会に付託します。（※委員会に付託しない場合、本会議で審議します。）

　酒田市議会では、令和６年４月から通年議会を導入しており、定例会の回数を年１回、会期を約１
年として、常に議会が開会中の状態となっています。
　１月に市長が議会を招集し、定例会の会期を１年間と決めることで、その期間は議長の判断でい
つでも会議を開くことができます。
　定期的に開催し集中的に審議を行う「定例議会（３月、６月、９月、12月に開く）」と迅速な対応
を行うため臨時に開く「臨時議会」があります。

　このほかに、本会議には市政全般について報告、説明を求め、または疑問を質す一般質問があります。
　また、上記のほかに円滑な議会運営を協議する議会運営委員会があり、必要に応じて特定の案件を
調査研究する特別委員会が設置される場合もあります。
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ポ
ッ
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　酒田商業高校跡地に整備が進んでいる
「いろは蔵パーク」を総務常任委員会、建設経
済常任委員会が現場視察を実施し、事業担当
者より工事の進捗状況などについて説明いた
だきました。
　３月27日㈭にオープンが予定されています。
酒田の新たな賑わい創出の目玉になることを
期待しています。

　場所は亀ケ崎です。１月に鳥海山の山頂まで姿を
現してくれるのは、ほんの数日です。この日は久しぶり
にすっきりと晴れて、鳥海山が全身を見せてくれまし
た。雪が青空をバックにして眩しかったです。そこへ
ちょうど最上川から飛び立った白鳥たちが、鳥海山の
方へ飛んでいきました。いつもなら午前９時には最上
川の白鳥たちはみんな飛び去ってしまうのに、この日
の朝が寒かったからでしょうか、いつもより遅れて飛
び立つ群れがありました。 高谷 勝巳氏 撮影
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スポットでは、
酒田市議会からのお知らせを
掲載しています。

皆さんの傍聴をお待ちしています。

編集後記

３月定例議会のお知らせ（予定）

「鳥海山に向かって飛ぶ」

※市議会だよりに対するご意見・ご質問などがありましたら、お気軽にお寄せください。

委員長　　大壁　洋平　　　委員　遠田　敏子　　齋藤　美昭　　富樫　幸宏
副委員長　伊藤　欣哉　　　　　　武田　恵子　　後藤　　啓　　斎藤　　周

表紙写真説明

　編集後記まで議会だよりをお読みいただ
きましてありがとうございます。昨年を振り
返りますと、元日に能登半島地震が発生
し、７月には本市でも大雨災害が発生する
など大きな災害がありました。
　能登半島地震直後の３月定例会では、５人
が一般質問で災害に関することを取り上げ
ました。また、本市で大雨災害が発生した
直後の９月定例議会では12人、12月定例
議会でも５人が取り上げました。
　この議会だよりが皆さま方のお手元に
届くのは２月頃かと思います。それまでは
災害がなく穏やかな日々でありますよう編
集委員一同祈念するものです。（斎藤周）

まもなくオープン！
いろは蔵パーク

３月定例議会  請願締切 ２月14日（予定）

議会報編集委員会

●議会期間 ············２月21日～３月19日
●代表質疑 ··············２月21日、３月  ３日
●常任委員会···········２月25日、３月  ４日
●予算特別委員会
···················２月25日、３月５日～10日

●一般質問 ·········３月13日、17日、19日
※詳しい日程は２月17日に開催予定の議会運営委員会で決まります。

12月定例議会の傍聴者数
個人14名、団体５名　計19名

市議会だより　2025.2.1 ｜ 14




